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1 緒

第 1報で述べたように,青森県のような寒冷地で,なお

かう,排水不良田の占める割合が多い地域では,ハ トムギ

を直播栽培すると,過湿により発芽が不揃いとなったり,

また,た とえ発芽したとしても,成熱期までの積算気温が

足 りないために未登熟粒が多くなったりして安定した収量

が得られない。このようなことから,県内の転換畑でハト

ムギの子実を安定生産するためには移植栽培を行う必要が

あるものと思われる。

そこで,今回 ,ハ トムギの育苗法,と くに,省力の意味

から,機械移植用苗の育苗法を確立するために,水稲用の

育苗箱を用い,苗の施肥及び土壌 pⅡに対する反応につい

て検討したので,その結果を報告する。
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寒冷地にお けるハ トムギの栽培法に関する研究

第 2報 床土施肥及び床土pHが苗の生育に及ぼす影響
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品種 : ハトムギ,中里在来 (早生種 )。

畑苗代 ハウス育苗,水稲用育苗箱 (60
×30× 3m,開子L率 11%)使用。
S55年は水,56年はベンレー ト1000倍

液に24時間浸漬。

S55 4 25(箱内施肥量 ,三要素試験 )
30'/箱。S56・ 5‐ 1(置床施肥 ),
5・ 2(箱内施肥量 )5 12(床土 pH)
50′ /箱。

出芽までシルバーポリトウで被覆。

水稲箱育苗の基準量 (N.動 015′ ,

P20323,/″ )。

:硫安 ,過燐酸石灰,硫酸カリ

0)床上の性質 :腐植質火山灰土壌・壌土

3試 験 結 果

1 箱内床土施肥量と苗の生育

昭和56年に三要素とも同一施肥量で,0～ 15′ までを25

,間隔で 7段階に施肥して育苗した結果(表 1),床土の

ECは施肥量の増加に伴い高まった。出芽は増肥すること

により抑制され,また,その後の苗の生育も施肥量の多い

区程劣った。

表 1 床土施肥量と苗の生育
その1-S56年度成績

注. 1)箱内は三要素施用量,置床は基準量。
2)苗の生育 (草丈 ,葉数 ,地上部重,良苗率 )
は播種後 27日 目。 ECは播種前。
3)ECは水 1:5乾土 , 1時間振とう。

昭和 55年には0～ 257ま でを05夕間隔で施肥して育苗

した。その結果 (表 2),苗の生育状況は,1夕区は無肥料

区と大きな差がないが,15,以 上施用した区では無肥料区

よりも大部劣った。

以上のことから,ハ トムギの育苗時における箱内施肥量

は無肥料もしくはIE料を施しても箱当たり1′までが適当

と思われる。

表 2 床土施肥量と苗の生育
その 2-S55年 度成績

注 1)箱内は三要素施用量 ,置床は基準量。
2)苗の生育は播種後 30日 目。

2 箱内床土への三要素施用の有無と苗の生育
表 3に は三要素の施肥と苗の生育について記載してある

が,床土のEC(データ略 )は無肥料区と無窒素区が低 く,
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02～ 1570と なっているが,窒素を施 した三要素,無
燐酸及び無カリ区は 23～3020と 高い値を示した。
苗の生育は,こ れらのECの高い窒素を施した3区が,育

苗初期から草丈 ,地上部重及び良苗率等について,窒素を

施さない無肥料EXI及 び無窒素区よりも劣った。

表 3 床土への三要素施用の有無と苗の生育

注 1)三要素区は三要素とも成分 257/箱 .置床
は基準量。
2)苗の生育は播種後 30日 目。

3 箱下置床施肥の有無と苗の生育
置床への施肥の必要性について検討するために,箱内の

施肥量を0,1,2夕 の 3段階に,また,箱下置床へは水稲

箱育苗の基準量 (″当たりN,K2015′,P20523′ )施用

区と無施用区を設けて育苗した (表 4)。 箱内施肥量間で
は,草丈,葉数及び地上部重では明らかな差はみられない

が,良苗率は0′区と1,区が高く,それ以上施した区で

は低下した。置床施肥の有無では,置床へ肥料を施しても

苗の生育量は増加しないが,苗体のN濃度は置床へ施肥す

ることにより高まった。

表 4 置床施肥と苗の生育

箱内は三要素成分′/箱 ,置床は基準量。
苗の生育,N%は播種後 25日 日。

以上のように,箱内施肥量は表 2の結果と同様に,無肥

料もしくは肥料を施しても1夕 までが適当と思われ,また.

置床への施肥は,苗体の養分含有率の維持という点から,

水稲箱育苗の基準量程度を施した方が良いものと判断され

た。

表 5 床土pHと 苗の生育

注 1)置床の表面に寒冷紗を敷き置床への根の侵入を
防止。
2)箱内,箱下へは施肥せず。
3)苗の生育は播種後27日 目。

4 箱内床土 pHと 苗の生育
pH 42～ 82ま での土壌を床土に用い,箱内,箱下とも

無肥料とし,また,置床への根の侵入を防ぐために置床の

表面に寒冷紗を敷き育苗した。その結果 (表 5),苗の生育

は床上の PⅡが 56～ 76ま での区が良く,その範囲を越え

るPH 42,50及 び 82の区はそれらの区よりも劣った。な

お,表 中には記載しなかったが ,全区とも病害及び生理障

害等の発生は全くみられなかった。

4摘

ハ トムギの機械移植用苗の育苗法の確立を目的として ,

水稲用育苗箱を用い, 育苗時における施肥及び土壌 PHに

対する反応について検討した結果 ,①育苗用の床土pHは

55～ 75までが良く,②箱内施肥量は二要素とも同=施肥

量として,無肥料もしくは施肥しても箱当たり17ま でが

良く,③置床施肥量は水稲箱育苗の基準量 (N,K20157,
P205 2rl a/輛 )程度 を施した方が良いと判断された。
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